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いま、『協同』が創る 2014 全国協同集会 in 九州・沖縄 

協同の力で働く喜び、生きるよろこびを！ 

～ 集まらんですか、語らんですか。平和尊び、生命輝く未来へ ～ 

 

循環型社会を市民主体で創って行こうといかう分科会にご

登壇いただくのは、循環生活研究所(略称：じゅんなまけん)理

事長のたいら由以子さん。循生研さんは、土づくり、まちづく

り、人づくりを活動の柱におき、福岡市東区三苫に事務所を

おいています。ダンボールコンポストの普及活動は特に有名

で、土へのこだわりを象徴しています。 

 理事長のたいらさんの自宅と循生研の事務所を兼ねたた

てものは、ふんだんに木を使ったお洒落な建物で、真夏の訪

問でしたが、冷房を使わずに風を上手に取り込んだ快適な空

間でした。理事長のたいら由以子さんは、地域の活動はもち

ろんのこと、海外にも出掛けて、循環事業の指導されていて、

実に広範な活動ぶりに感心いたしました。分科会当日のお話

も、とても楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分大学でプレ協同集会が開催さ

れました。 

午前は基調講演、奥田知志さんで

す。生活困窮者自立支援制度について

お話をいただきました。困窮者の自立

支援だけではなく、困窮者の自立を支

援する社会を作らなければならない

と話されました。 

 

 



10 月 26 日（日）第 16 分科会の打ち合わせを事業本部にて行いました。「子ども若者の困難を超える地

域づくり」のご登壇者、担当者が顔合わせしました。 

この打ち合わせがそのまま分科会になったらと思うほど深いお話が飛び出し、特に福岡市こども緊急支

援課の河浦課長から「虐待から見えてくる問題は、一人親家庭・貧困とあるが子どもにとっては愛着の問

題が一番大きい。愛着形成を保護者が出来ないのなら、子育てに関わる大人が担わなけれがならない」皆

さん、実感を持って深く頷かれていました。 

“子育ての社会化”をいろいろな実践から語る分科会です。学びの多い分科会です。多くのご参加をお待

ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は登壇者全員の初顔合わせ会合です。22 日パネルディスカッションご登壇の宇根豊さん基調講演

「農業にとって、自然とは、在所とは何か」をはじめ、パネルディスカッションでは、畠山千春さん（新

米猟師／若者シェアハウス）、濵地俊英さん（百年計画・佐波、佐波養蜂大学）、吉丸秀則さん（糸島市佐

波区行政）が参加し、当日の確認しました。今回参加はできませんでしたが、中園 謙二さん（佐波元気

づくり、佐波醸造研究会「どぶろくづくり」、佐波養蜂大学）も登壇します。 

また、田んぼでの花、虫の観察、地元産業まつり視察と昼食を予定しています。「農」から育まれる「自

然」と「人間」のつながりとは何か。糸島での「農」をは

じめとする活動からグローバル化時代の先を見据え、自

然や人間が主体となる新たな地域づくりを模索します。

40 名限定、おにぎり、しし汁の昼食（産業まつりで各自

昼食も可）です。多くの参加お待ちしています。 
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